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ニカラグア定期報告（２０１７年１１月） 

 

【要旨】 

 内政面では，統一地方選挙が実施され，外交面では，米国政府がニカラグア人避難民に

対する短期保護ステータス（ＴＰＳ）の適用終了に係る発表を行い，経済面では，アゲリ

民間企業最高審議会（COSEP）会長が SIECA経済統合諮問委員会委員長に再任された。 

 

【主な出来事】 

１ 統一地方選挙 

（１）統一地方選挙に先立つ３日，ＯＡＳ選挙監視団は，マナグア市内において，選挙監

視に係る外交団向け説明会を開催した。 

（２）５日，全国 153市において市長・副市長・市議会議員を選出する統一地方選挙が実

施された。各党が獲得した市長職数は以下のとおり（前回 2012年統一地方選挙との対比）。 

                        2017年選挙  2012年選挙 

 与党ｻﾝﾃﾞｨﾆｽﾀ民族解放戦線（FSLN）連合      135市         134市 

 立憲自由党（ＰＬＣ）連合             11市           2市 

 自由のための市民たち（ＣｘＬ）連合 ※新党    6市            - 

 保守党（ＰＣ）連合                           0市           0市 

 民主復興党（ＰＲＤ） ※新党                   0市            - 

 ニカラグア自由同盟（ＡＬＮ）                1市          1市 

 独立自由党（ＰＬＩ）連合                     0市          13市 

 共和国のための同盟（ＡＰＲＥ）連合           0市        0市 

 母なる大地の子（ＹＡＴＡＭＡ）          0市           3市 

（３）５日の投票自体は平穏裡に終了した一方，投票終了後，各地で与野党の支持者間の

衝突が散発的に発生し，７名が死亡した。 

（４）６日，ＮＧＯ連合「Panorama Electoral」は，統一地方選挙監視に関する暫定報告

を発表した。 

（５）７日，ＯＡＳ選挙監視団は，記者会見を開催し，統一地方選挙監視に係る暫定報告

を発表した。 

（６）８日，米国務省は報道官談話を発表し，「米国は，１１月５日の統一地方選挙にお

いて示されたニカラグアの民主主義プロセスの変わらぬ欠陥を懸念する。」と述べた。 

（７）８日，オルテガ大統領は，カルロス・フォンセカ（ＦＳＬＮ創立者の１人）死去４

１周年記念式典における演説の中で，統一地方選挙に言及し，ＯＡＳ選挙監視団への謝意

を述べつつ，「ＯＡＳ監視団は，選挙は正常に実施されたと評価した。我々の選挙にいく

らかの欠陥はあろうが，完璧な民主主義など存在したためしはない。古代ギリシャの民主

主義も完全ではなかった。」，「米国のような大国と異なり，我々の予算・資源は限られ
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ているが，その中で可能な限りの前身を続ける。２０１９年，南北カリブ沿岸自治区選挙

が行われるが，その時には，より完全な，強化された選挙システムとなっていることだろ

う。」と述べた。 

 

２ 米ＴＰＳ適用終了 

（１）６日，米国土安全保障省（ＤＨＳ）は，２０１８年１月５日に期限切れを迎えるニ

カラグア人避難民に対するＴＰＳの再延長を行わない旨発表した。一方，ＤＨＳは，ニカ

ラグア人避難民に対し，２０１９年１月５日まで１年間の猶予期間を認めた。 

（２）ドグ駐ニカラグア米大使は，「米国退去までに１２ヶ月の猶予がある。ニカラグア

にハリケーン「ミッチ」の影響はもう残っていない。米国に住むニカラグア人避難民はも

う帰国することができるだろう。」と述べた。 

 

３ コロンビアとのＩＣＪ係争に関するコロンビア側反訴 

（１）コロンビア政府は，ニカラグアが，①（サン・アンドレス島，プロビデンシア島等

の）諸島の漁民の伝統的漁業権を侵害した他，②コロンビアの海域を獲得するために独自

の海洋境界に基づく国際法違反の政令を発出したと主張する反訴をＩＣＪに提出し，１５

日に受理された。 

（２）国際法専門家のエルドシア元国際法委員会（ＩＬＣ）委員は，２０１２年１１月の

ＩＣＪ判決は，ニカラグアが権利を行使できる海域を明確に定めた揺るぎないものであり，

「コロンビアは，今回の反訴によって２０１２年判決を突き崩す突破口を開こうとしてい

る。」と述べた。 

 

４ フィデル・カストロ・キューバ前国家評議会議長死去１周年記念式典 

（１）２５日，マナグア市内で，フィデル・カストロ・キューバ前国家評議会議長死去１

周年記念式典が開催された。 

（２）オルテガ大統領は，同式典で演説し，「フィデルは，核兵器の無い世界平和，経済

的不均衡を考慮した公正な貿易による世界平和のための闘いに身を置いていた。地球には，

こうした理想を実現するための資源がある。足りないのは，それを実現するために働く意

欲であろう。」と述べた。 

 

５ アゲリ COSEP会長の SIECA経済統合諮問委員会委員長再任 

 ２０日，SIECA経済統合諮問委員会（CCIE）は，グアテマラにおいて通常会合を開催し，

同委員長として，アゲリ COSEP会長を再任（２０１７年～２０１８年）した。 
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＜主要経済指標＞ 

  
2017年 

2016年 2015年 
11月 10月 9月 

ｲﾝﾌﾚ率 （前年同月比） 5.3% 4.4% 4.1% 3.1% 3.1% 

貿易収支（百万ドル） 未発表 △412.8 △290.9 △3,227.6 △3,013.9 

輸出 FOB（百万ドル） 未発表 138.5 144.4 2,226.4 2,421.7 

輸入 FOB（百万ドル） 未発表 551.3 435.3 5,453.9 5,435.7 

海外送金 （百万ドル） 116.0 118.5 112.8 1,264.1 1,193.4 

外貨準備高（百万ドル/期末） 2,703.4 2,598.0 2,542.6 2,447.8 2,492.3 

（出典：ニカラグア中央銀行） 

（了） 


